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ラウンドアバウトとは 

●円形平面交差点のうち、環道の交通が優先されるもの 
●環道交通は時計回りの一方通行 
（信号や一時停止の規制を受けない） 

【期待される効果】 

① 交差点での車両交通の安全性向上 
② 交差点での歩行者交通の安全性向上 
③ 遅れ時間の削減 
④ 燃料消費（CO2排出）の抑制 
⑤ 整備・維持管理コストの削減 
⑥ 道路状況や沿道状況の変化の意識づけ 
⑦ 地域の交通の静穏化 
⑧ 騒音の低減 
⑨ 景観形成・ランドマーク形成 
⑩ 沿道へのアクセス向上 
⑪ 災害時の対応力の向上 

2 



ラウンドアバウトの効果① 

□ラウンドアバウトは交通安全にどう寄与するのか？ 

・ラウンドアバウトの交錯点数はたった４箇所 
-無信号交差点の20箇所の交錯点数は４箇所に削減 
-また，ラウンドアバウトは構造上「正面衝突」「右直」事故は発生せず， 
 常に斜めに車両を確認できるので合流時の高い視認性が実現 

▼平面交差部制御方式による車両間交錯点 

(社)交通工学研究会「ラウンドアバウトの計画・設計ガイド(案) 」より 3 
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ラウンドアバウトの効果② 

□ラウンドアバウトは信号滅灯下でも円滑な交通処理を実現 

・ラウンドアバウトは，何もせずとも秩序ある交通制御が実現 
-東日本大震災では，関東地方でも停電により，信号機が停止し交通が大混乱 
-財政難により，全国約２０万基の信号機の更新が進まず，必要性のない箇所では 
 今後撤去の可能性も 

▲計画停電時(2011.3.14)の手信号による交通処理 
(ＪＲ新富士駅前) 読売新聞HPより 

産経新聞 2011.11.21 

http://www.yomiuri.co.jp/feature/graph/201012wind/garticle.htm?ge=863&gr=3500&id=105504 
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ラウンドアバウトの効果③ 

□ラウンドアバウトは信号待ちの苦痛を解消 

・ラウンドアバウトは，随時交差点に進入することが可能 
-交差方向に車両がいなくても「赤」から「青」になるのを待たなければならない 
 イライラ(ロス時間)を解消 
-これにともなう，閑散時の信号無視や信号切替り時の無理な交差点進入による 
 重大事故の危険性を回避 

青矢(左)により 
前進が可能 

交通量少ない 
市街地の信号待ち 
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国内における近年の動向 

H21 「ラウンドアバウトの計画・設計ガイド(案)を策定（交通工学研究会） 

H22 ラウンドアバウトに改良した吾妻町交差点(飯田市)において走行特性や利用者意識を 
  把握（国際交通安全学会） 

H23.7 災害に強い交差点形式としてラウンドアバウトの導入を提唱（土木学会・電気学会） 

○学会等による主な取組 

H21 模擬ラウンドアバウトを設置し、車両特性や積雪時の走行特性を検証（寒地土木研究所） 

H24 ラウンドアバウトの幾何構造設計の条件整理及び交通容量算定に係るギャップ等 
  パラメータ調査を実施（国土技術政策総合研究所） 

H24.6 道路分科会建議(中間とりまとめ)にラウンドアバウトの導入・展開が記載（国土交通省） 

H24.11 軽井沢町における社会実験の支援（国土交通省） 

H25.6 改正道路交通法の成立（環状交差点に関する規定の整備）（警察庁） 

H25.9 ラウンドアバウト検討委員会の設置、開催（第１回）（国土交通省） 

H25.9 焼津市・守山市における社会実験の支援（国土交通省） 

H26.2 ラウンドアバウト検討委員会（第２回）の開催（国土交通省） 

○中央省庁による主な取組 
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ラウンドアバウト検討委員会（国土交通省） 
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道路交通法の一部改正（警察庁） 
※H25.6.14公布、H26.9.1施行 

◎環状交差点での交通方法を整備 

≪ 改正前 ≫ 

 環状交差点（ラウンドアバウト）における車両の通行ルールが定められていないため、 
多くの道路標識を設置するなどして、通行方法を示している。 

≪ 改正後 ≫ 

・環状交差点に進入しようとする時は、あらかじめ道
路の左側端に寄って徐行するとともに、交差点内を通
行する車両の進行を妨げてはならない。  

・環状交差点内では、右回りで徐行しなければならな
い。  

・環状交差点に進入しようとする時や環状交差点内を
通行中は、交差点に進入しようとする車両や交差点内
を通行中の車両、横断歩行者に特に注意して進行しな
ければならない。  

「静岡県警察ホームページ」 より 
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国内における近年の主な取組事例 
長野県飯田市（導入済） 

長野県軽井沢町（H24社会実験） 

滋賀県守山市（H25社会実験） 

茨城県日立市（導入済） 

立田町交差点 

愛知県豊田市（導入済） 

東海環状自動車道鞍ヶ池ｽﾏｰﾄIC 

東和町交差点 吾妻町交差点 

六本辻交差点 

ＪＲ常陸多賀駅前 

長野県安曇野市（検討中） 

・ 

長野県須坂市（検討中） 
・市道交差点の改良に当り、 
 ラウンドアバウト導入を決定 
 ⇒H26秋完成予定 

・市道交差点の改良に当り、 
 ラウンドアバウト導入を決定 
 ⇒H27春完成予定 

磐田市（検討中） 
・新東名高速道路新磐田SICの 
 導入・退出路にラウンドアバウト 
 を導入する方針 

小山町（検討中） 
・新東名高速道路小山SICの 
 出口交差点にラウンドアバウト 
 の導入を検討 

焼津市（H25社会実験） 

関方交差点 

H22.11 吾妻町交差点(飯田市)：無信号の円形交差点を改良 
H24.6 ＪＲ常陸多賀駅前(日立市)：駅前広場入口交差点の改良  

H25.2 東和町交差点(飯田市)：信号交差点を改良→信号機撤去 

H20   鞍ヶ池ｽﾏｰﾄIC(豊田市)：ｽﾏｰﾄIC流出後の最初の交差点に新設設置 
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県内での取組事例（焼津市） 

◎関方交差点における社会実験（H26.1.16～H26.2.14） 
                        ※H26.9.30まで運用継続 
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県内での取組事例（焼津市） 

【 検証結果 】 
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本県の取組状況 

○「ラウンドアバウトに関する勉強会」の開催 
≪第１回（H24.10.15） ≫ 
▼日本におけるラウンドアバウトの適用 
▼ラウンドアバウトの設計と留意点 
≪第２回（H24.11.12） ≫ 
▼現地視察（飯田市、吾妻町） 
≪第３回（H25.2.19） ≫ 
▼ラウンドアバウトのケーススタディ（４箇所） 
 ⇒富士市川尻交差点、焼津南部交差点、富士宮市東阿幸地交差点、沼津市大岡交差点 

○ラウンドアバウトの適用条件、導入に向けた今後の検討方針の取りまとめ 

○道路事業説明会での県・市町担当者への情報提供 
○各土木事務所における検討候補箇所の選定 
○概略検討の実施（３箇所） ⇒ 試験導入候補箇所（１箇所）の選定 

○試験導入候補箇所の詳細検討、試験導入及び効果の検証 

▼概略検討候補箇所の選定（事務所選定14箇所からの絞込み） 

H24 

H26～ 

H25 

▼交差点方向別交通量調査の実施（朝夕ピーク時） 

▼概略検討の実施（概略計画図作成、概算事業費算定、課題等整理） 

▼試験導入候補箇所の選定 

(H26.7) 

静岡県ラウンドアバウト 
検討委員会 

第１回：Ｈ26.4.18 
第２回：Ｈ26.7.18 
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試験導入候補箇所：県道朝霧富士宮線(富士宮市上井出) 

 

【期待される効果】 

① 出合頭事故の発生抑制 
② 無駄な信号待ちの解消 
③ 白糸ノ滝へのシンボルゲート機能 
④ 無電柱化計画との整合（信号撤去） 等 

白糸ノ滝 
駐車場 

≪現況≫ 

≪ラウンドアバウト計画図≫ 

≪幅員構成（外径：27ｍ）≫ 

候補箇所

【位置図】 
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